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新型コロナウイルス感染症の感染症法上の位置づけの変更等に関する

対応方針（１月２７日 新型ＣＶ感染症対策本部発）と学校生活について

おもな変更点は以下の通りです。

１ ５月８日から「５類感染症」に位置付け
２ 政策や措置
① 自己負担の発生（期限を区切って公費支援の継続）
② 幅広い医療機関での診察への移行
③ 定点医療機関による感染動向把握に移行
④ マスク着用は、個人の判断に委ねることを基本として検討
⑤ ワクチン接種の自己負担なし
⑥ 検疫感染症からの除外

３ 新型ＣＶ感染症対策本部等の廃止
４ 特別措置法に基づく措置の修了
① 住民及び事業者等への感染対策に関する協力要請等の各種措置の終了
② 「新型ＣＶ感染症対策の基本的対処方針」の廃止

この発表から、５月の「５類」変更を前に、直近の卒業式や次年度４月の入学式にマスク着用

をどのようにするのか、様々な意見が飛び交っております。文部科学省大臣が予算委員会の席上

「マスクを外す」と答弁し、その何時間後には訂正をするなど、とても難しい問題です。

本校といたしましては、市や市教育委員会からの指示を受け、地域の実態を考慮し、主役であ

る卒業生の安全と意思を大切にしながら対応してまいります。

なお、教室（体育館）の換気・手指の消毒（手洗いの励行）は、現在の取組を継続してまいり

ますので、ご理解のほどよろしくお願いいたします。

おでかけアリオスがやってきます ２月２４日（金）１３:３０

毎年、川前地区の学校では「おでかけアリオス」と題して、芸術鑑賞教

室をおこなってきました。今年度は、感染症で中止になっていた陸上大会

やスチューデントシティの再開、校外学習や修学旅行など、数多くの行事

を計画・実施してきたため、開催ができませんでした。

アリオスの担当者である方がいらっしゃって、年度が押し詰まった時期

になってしまいましたが、地区の皆さんも招いて素晴らしい音楽に浸って

みませんか、とのお話を伺いました。

寒い時期も少しずつ遠のいてきました。ぜひ、おいでください。

＊ 会場内の感染症対策を十分におこなって実施いたします。

㏜＊ 空間放射線値 ０．０７８μ ／ｈ （２月１０日 ８：００）



学校点描 ～学校生活フォトギャラリー～

今月の「すこやかタイム」は、スト

レスの話題でした。これからの中学校

生活で勉強や部活、友達（人間）関係

からストレスを感じる機会が多くなる

と考えています。

先生方に協力していただいて、スト

レスと感じる場面を伝えたり、実際に

しているストレス解消の方法と支えてくれている人物や物などをチャートに表したものを紹介

したりしました。ストレス解消法で多かったものをご紹介しますと、寝ること・食べること・

歌うことでした。

今年の節分はグレードアップし、何と２部構成です。

第１部は、通常の節分の時に行われる「豆まき」を行いました。退

治したい鬼の発表をして、それにめがけて豆をまきます。鬼がとても

手ごわくて、みんなで束になって豆をまきましたがビクともしません。

そこでＴさんの必殺パンチが炸裂し、無事に鬼退治ができました。

第２部は、先輩から代々伝わっているという「鬼、撃退ゲーム」です。

２チームに分かれ、相手陣地にあるカラーコーンを倒すと勝利です。しかし、

相手陣地でタッチされると、自陣のカラーコーンまで戻らなければなりません。

単純に攻めていくと陣地のカラーコーンが手薄になりますし、守りに終始して

いては勝つことができません。体も頭もチームワークもフルに使わないとずっと

勝つことができない、とても高度なゲームでした。とても寒かった体育館での激

しいゲームを終えて帰ってきた皆さんは、ハアハアと荒い息で、暑い暑い、と話していました。

安楽寺住職の青木様においでいただき、教育公務員の不祥事が続く昨今、教職員に対しての

思いや願いについてお伺いしました。まずは、自分と子どもの健康を毎日把握することが大切

であることをお話いただきました。

次に、ご自身の経験を振り返りながら「ご恩」という言葉を使って、先生方一人一人が地域

や保護者と密接にかかわっていたことをお話しくださいました。

最後に、リーダーの養成研修の際に印象的だった言葉を

教えていただきました。

ひと導きし 言葉で導きしこと 尊し
ひと導きし 行動で導きしこと さらに尊し
ひと導きし 後姿で導きしこと さらにさらに尊し

お忙しい中、ありがとうございました。

すこやかタイム ストレスのお話 （２月１日）

豆まき集会 ー豪華２部構成ー （２月３日）

校内服務倫理委員会 外部講師による講話 （２月９日）


